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１．【志望理由】
本プロジェクトは、「我が国の科学技術・イノベーション」に貢献する人材を育成することを目的としています。自身が目指す研究者像を明確にし、それに向けて本プロジェクトが提供するキャリア開発・育成プログラム（例えば、研究力向上、国際性の涵養、トランスファラブルスキルの醸成、異分野交流、キャリア開発支援等）をどのように活かすのか、どのように取り組むのか、といった視点から簡潔に記入してください。


★★★研究計画調書作成に当たって留意すること★★★
〇作成前に「多元的イノベーションを先導する次世代研究者育成プロジェクト支援対象学生　募集要項」を確認すること。
〇「所属」は、2027年4月時点の所属研究科を記入すること。
〇応募区分（申請者分類）の記入方法：
・最初に応募する区分（「区分1」「区分２」のいずれか）を記入してください。
・募集要項の別紙「新制度で研究奨励費の支援対象となる学生の整理」を参照し、自身の申請者分類を1つ選択してください。複数選択した場合は応募区分の妥当性が判断できず審査に付されない場合があります。
・④-1、⑤-1、⑥に該当する場合は、区分1への応募はできません（応募資格を満たさないため審査に付されません）。
・④-2、⑤-2、⑤-3を選択した場合は、申請時に様式「研究奨励費受給申請に関する補足説明」の提出が必要です。
〇書面審査の観点
（１）志望理由
・自身が目指す研究者像を明確に描き、我が国のイノベーションの発展に貢献する意欲を有しているか。
・アカデミアに限らず、産業界・行政・国際機関・企業・民間非営利団体（NPO等）など多様な進路を視野に入れ、キャリア開発・育成の取組に積極的に参加する意思を有するとともに、多様な分野・業種等との交流に意欲的であるか。
（２）研究の国際性
・自身の研究の国際的な位置づけが把握できているか。
・研究の位置付け、課題を踏まえた国際的な活動が計画されているか。
（３）研究計画
・研究の位置づけ、課題を把握できているか。
・研究方法は適切で、研究費の使途に妥当性があるか。
・研究計画に特色・独創性があるか。
・社会課題を把握したうえで、解決策のアイディアを提案できているか。
〇フォント・様式等：
· 本文は10.5ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。
· 様式変更不可。各記載項目のタイトルと指示書きは削除しないこと。空白の頁が生じても削除しないこと。
· 申請書全体で3ページ以内とすること。なお、３つの記載項目（志望理由、研究の国際性、研究計画）は、いずれも審査において重要な項目となるため、すべての項目をバランスよく記載してください。
★本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること









































２．【研究の国際性】
自身の研究が国際的な研究動向において、どのような位置付けなのか、その上で自らの研究を発展させるために、どのような国際的な活動（例：海外研究機関との研究交流、国際会議、海外フィールド調査等）を行っていくか具体的に記入してください。

























３．【研究計画】※以下の⓵～④について、わかりやすく、簡潔に記入してください。
①これまでの研究状況、自身が取り組む研究の位置づけ、当該分野の状況や課題等の背景
②研究目的、研究方法、研究内容、研究計画等（本プロジェクトから支給される研究費を活用した研究の発展計画がわかるように記載）
③研究の特色・独創的な点（先行研究等との比較、本研究の完成時に予想されるインパクト、将来の見通し等）
④社会課題を解決するアプローチについての構想（社会課題を解決する上で、自己の研究がどのように活かせるのか）
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